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森田 博                
５年「流れる水のはたらき」 

６年「てこのはたらき」 

  

ユニークな予想いっぱい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうしたらどうだろう？」    「う～ん…。これじゃぁ『３』を超えてる。」  「おおっ！『１』になったぞ！！」 

  流れる水のはたらきには、「しん食」「運ぱん」「たい積」の３つのはたらきがあることが分かりました。そこ

で、大きな川では、大雨や台風のときに、川の淵や土手がしん食のはたらきで崩れないように護岸ブロック

や、川底に沈めてある護床ブロックが設置されています。川の流れを緩める工夫が、この理科で学ぶ内容

なわけです。自然災害から身を守ることや、河川工事の方法には、理科の知識が使われていることを伝えた

くて、この実験に取り組みました。なぜ理科を学ぶのか、理科の必要性を感じてくれていたら大成功です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生は、「てこのはたらき」を学習しています。１５㎏の砂袋を、棒を使ってできるだけ小さい力で持ち上

げる方法を、実験を通して見つけました。実験風景を写真にとり、徐々に軽くなっていることが分かる結果を

記録しました。ロイロノートは動画でも残せるので、何度も実験を振り返ることができます。 

理科しませんか？通信 
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